
環境経営レポート
2021年 度

(対象期間 :2021年 11月 ～2022年10月 )
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株式会社 ブルーエックス
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項  目 内容

事業所名 )V-ry ス

代表者

法人設立年月日 2007奪巧月23日

資本金 1,000万 円

本社 T 271-0064 ェ ル パ ー ー 2C

事業活動 コ ン

環境管理責任者氏
名及び連絡先

環境管理責任者 :山本英治
連絡先 :本社

膚目1言舌:047-710-5367  FAX:047-710-4357
E―mail :yamamOt00blue― xo ip

1)

1.会社概要

電力の排出係数は東京電カエナジーバー トナーは,の Rl年度調整後の値0.1331g-002を使用

3)設備・車両等の保有状況

エックス線発生装置 :8台

レーダ探査機 :3台

作業車 :5台 (ガソリン車3台・ディーゼル車2
台)

4)対象範囲 (認証・登録範囲)

2)

対象範囲

認証登録事業

認証事業所

事業内容

全組織・全活動

株式会社 ブルーエックス
千葉県松戸市上本郷3771石井ウェルズ バート2C号
・コンクリー ト内部探査
・非破壊検査

環境経営レポー トの対象期間    2021年 11月 1日 ～2022年 10月 30日
環境経営レポー トの発行日     2022年 12月 25日
〃    の次回発行予定は2023年 12月 24日
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項  目 単位 2019年度 2020年:度 2021年度
売上高 百万円 90 100 100

従業員 人 8 10 10

床面積 (本社 ) I11 40 40 40

検査件数 件 1,050 1,090 1,120

kwh 3,995 4,829 5,925電気使用量

軽油使用量 2 10,195 8,016 8,044

ガソリン使用量 0 1,722 1,909 4,624
検査車両の燃料原単位
{ガ ソリン+軽油)

2/件 11.35 9。 11 6.71

二酸化炭素排出量 kg―C02 32,16] 27,34] 34,047

水道水使用量 2 26 40 28

別宮  史隆



5)組織図
2021年7月 1日現在

代表者

1名

EA21事務局環境管理責任者

事務部門

1.環境管理責任者の任命
2.環境方針の制定
3.環境経営システムの実施および管理に必要な資源の準備
4.推進体制の構築
5.環境経営システムの定期的見直しの実施
6.環境活動レポー トの発行責任者
7.課題とチャンスの明確化
1.環境経営システムの確立、実施および維持するための処置
2.社長に対し、環境経営システムの実績報告
3.環境経営システムの教育・訓練の計画 。実施責任者
4.環境活動レポー トの作成責任者

環境管理 i

社長

EA21事務 1.環境経営システムの事務手続き等の実務を遂行
2.契約業務等事務処理、環境活動からのデータ収集

部門長 1.部門の環境活動の責任者
2.自部門の実施状況を日常的に点検し、改善を指導する
1.自部門の目標を実行し、改善に努める従業員
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6)業務の概要

X線探査について

コンクリートのX線探査は、医療用のレントゲン撮影と原理は
同じです。
X線発生装置より照射されたX線により、コンクリートを透過し
て裏面にセットしたフィルムに写されます。
撮影後、このフイルムを現像することでコンクリート内部の状況
を視認できます。
(現像処理はX線車輌の暗室にて行います )
フイルム画像を基に、鉄筋や電配管を現地に罫書きます。

・現場環境によりますが、フイルム1枚当たりの撮影可能範囲は
およそ 200mm× 200mmになります。
・躯体の状況にもよりますが、X線撮影できるコンクリート厚さは
およそ 300mm～ 350mmが限度になります。

レーダ探査について

探査機からコンクリート内部に向けて放射された電磁波は、コ
ンクリート内部に伝搬し電気的性質 (比誘電率、導電率 )の異
なる物質に反射して戻ってきます。
その反射データを解析することによって、埋設物の位置と深さ
を特定します。

・埋設物の状況にもよりますが、探査深度はおよそ300mm～
450mmです。
・X線撮影ができない厚い躯体(梁など)や、裏側に入れない
環境 (土間など)はレーダ探査が有効です。

X線装置のセット状況(床面)

レーダ探査状況 (壁面 )

ト



環境経営方針

1.基本理念
株式会社ブルーエックスは、ビルなどの建物の安全性を検査・探査
する会社です。建物を壊さない各種の非破壊検査手法で、この青く
美しい地球環境を人類の子孫代々迄永久に引継ぐ為に、私共は課題
とチャンスを踏まえ、小さな第一歩から環境保全に努め業務を実施
します。

2.基本方針
当社は、切り離すことの出来ない安全衛生と平行して、環境経営シス

テムを構築運用し、継続的な改善活動を推進するため、以下の事項につ
いて積極的に取組むこととします。

1.環 境経営マネジメントシステム (EA21)の 構築・運用により、環境負荷低減に

継続的に取り組みます。

2.環 境関連法規および当社が同意するその他の要求事項を遵守します。

3。  次の事項を基本的方向として、環境活動を行います。

(1)省 エネによる二酸化炭素排出量の削減。

(2) 生活用水使用量削減に努めます。

(3 )化学物質管理の強化を図ります。

(4)廃 棄物の適正な処理及び削減 。

4. 環境に配慮した検査を顧客に積極的に提供します。

(1)環 境に配慮した検査の推進。

(2)安 全、迅速、丁寧な検査を目指す。

5.検査件数の増加を図ります。

6.社 員への環境方針を周知徹底し、環境意識を向上させます。

制定  :

改定  :

株式会社

2019年 7月 13日

2020年 7月 13日

ブルーエ ックス

代表取締役 別宮 史隆
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4.環境経営目標
・2021年度～2023年度中期3か年計画

*電力のC02排出係数は0.433kg― C02/kWh(東 京電カエナジーパートナー、H29年度調整後排出係数 )

《目標設定の考え方》

a。 電力は会社事務所で使用する電子機器・照明・空調機が主。2018年度検査件数比原単位を毎年0.01削減する。

b。 ガソリンは営業車、軽油は調査資材運搬用が主要使用である。2018年度検査件数比原単位を毎年0.01削減する。

c.水道水は、 トイレおよび小さな流しがあるだけなので、現状維持を目標とする。

d.産業廃棄物は主としてフイルム現像廃液、定着廃液で1～ 2回 /年まとめて排出する。

排出業者には、特管産廃には該当しないことを確認済みである。

e。 一般ごみは、事務所のコピー枚数削減とリサイクルの為の分別を目標として活動する。

f。 化学物質管理は調査用現像液・定着液の使用量を管理する。

g。 検査現場の環境配慮は活動が多肢に互るので当社独自のチェックシートにて現場ごとにチェックする。

h。 経営課題は今後当社経営の安定化のため、検査件数の増加を環境経営目標に挙げて活動する。

項 目 活動の基本方針 単位

2020ビ町■1責

(2020.ll-2()21.10)

基準値

2021年度

(2021.11-2022.10)

目標値

2022年度

(2022.ll-2023.10)

目標値

2023年度

(202(3 11-2024.10)

目標値

購入電力
使用量 kWh/年 4,829 5,039 5,248 5,456

原単位 kTh/件 4。 43 4.42 4.41 4.40

ガソリン
使用量 ν年 1,909 1,984 2,059 2,133

原単位 ガ件 1.75 1,74 1.73 1.72

軽油
使用量 げ年 8,016 8,379 8,747 9,114

原単位 0/件 7.35 7.35 7.35 7.35

温室効果ガス 3年間で 3%削減 kg― C02/年 27,341 28,402 29,614 30,825

水道水 現状を維持する M/年 27 27 27 27

一般廃棄物

(オフィスコ
。
ミ)

現状を維持する kg/年 22 23 24 25

産業廃棄物 現状を維持する ″年 326 331 333 335

化学物質適正管理
現像液・定着液

使用量管理
本/年 22 23 24 25

検査現場の環境配慮
チェックシー トの達成率

100%
達成率(%) 100 100 100 100

経営課題
検査件数

年間50件増
件/年 1,090 1,140 1,190 1,240
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5.環境経営計画
主な環境活動計画の内容  (2021年度～2023年度 )
環境目標 環境活動計画書 (主要活動項目を抜粋 ) 担当者

電力使用量
削減

①長時間使用しないパソコンの電源をオフにする。 事務

②空調・冷却設備の保守点検をこまめに行っている。 事務

③トイレは原則として消灯し、使用時にその都度点灯する。 事務

④照明の適正化、スイッチの適正管理を積極的に行つている。 事務

⑤業務の効率により残業時間(居残り)を削減する。 事務

⑥不必要な照明を消灯する。 事務

⑦冬場日射の室内への導入等により、暖房機の使用を控えるc 事務

④室内空調は、冷房 28℃程度、暖房21℃程度とする。 事務

ガソリン
使用量削減

①エコドライブの励行。 検査

②効率のよいスケジュールを立て、無駄に距離を走らないようにする 検査

③社用車の定期整備による燃費向上を計る。 検査

④長距離の移動には、公共機関の乗り物を積極的に利用する。 検査

軽油使用量
削減

①アイドリングストップ等省エネ運転に心がけている。 検査

②タイヤの空気圧を定期的に確認し、適正値を保つように努めている。 検査

③最大積載量に見合った輸送単位の設定、輸送効率向上を行っている。 検査

④排気ガス・騒音を抑えるため、車両点検・整備を確実に実行している。 検査

⑤運転日報を作成し、走行距離を把握する。 検査

水道使用量
削減

①使用後は蛇国の閉め忘れに注意する。 事務

②使用時には水を流しっばなしにせず、こまめに蛇口を開める。 事務

③水道配管からの漏洩を定期的に点検する。 事務

一般廃棄物
排出量削減

①パソコン印刷時は、ミス防止のため画面での確認をする。 事務

②会議でのコピー必要性や必要枚数の確認を徹底する。 事務

③会議用資料や事務手続き書類の簡素化を図る。 事務

④電子メディア等の利用によるベーパーレス化に取り組む。 事務

⑤トナーカートリッジ、インクカートリッジはメーカーヘ返却する。 事務

⑥事務用品のリュースに努める。 事務

⑦適切にリサイクルされるように分別している。 事務

産業廃棄物
排出量削減

①現像定着工程の効率を図る。 検査

②分別保管を徹底する。 検査

③検査ミスに減少にロス低減を図る。 検査

④安価な代替え品を検討する。 検査

化学物質の適
正管理

①最小限の使用量を心がける。 検査

②使用プロセスの効率化を検討する。 検査

③化学物質使用量、保管場所、在庫量の適正管理に努める。 検査

④保管期限の見直しを図る。 検査

検査件数の
増加

①検査品質の向上を図る。 検査

②検査目的に合った最適検査方案を提案する。 検査

③検査結果が目的を達成したか自己評価を行う。 検査

④迅速、簡便、確実な検査技術を情報を常に収集する。 検査

④検査現場の環境配慮。(取り組みチェック表による自己評価) 検査

■t
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2021年度(2021年 11月 ～2022年 10月 )の結果

2021年度の環境経営目標値は2020年度の検査実績から新たに策定 した2021年度～2023年度

中期環境経営目標値を定めて取 り組みました。

【評価】◎ :達成率が110%以上、○は達成率が100%以上達成、

△ :達成率が95%～ 100%、 × :達成率が95%以下

注)電力のC02排出係数は0■62 kg―C02/kwh{東 京電カエナジーバートナー(株)の H29年度調整後排出係数のC残澄を使用した )

【取 組 結 果 の 評価 】

検査件数が目標を達成した。コロナ禍で工事件数が減少し、検査案件も減少した。その為、作業員と作業車の

余力については得意先の資材運搬等の手伝いを行った。その結果、ガソリン使用量と原単位は未達成となった。

電気使用量は人員増と車両の自社修理で使用した電動工具の使用で目標未達となった。

軽油使用量は検査作業車の稼働減少で目標を達成した。原単位についてはエコドライブで目標を達成した。

水使用量は人数分だけ使用が増し未達となった。一般廃は分別で目標を達成した。

化学物質は購入量と保管量を管理した。検査現場での環境配慮については電離放射線障害防止規則に基づき実施した。

０
〈υ

項 目 単位
2021年度の
環境目標

実績値 達成率(%) 評価 コメント

C()2排出量

kWh/年 5,039 5,925 85.0

×

事務の人員が1名増加したこと及び車両
の修理を自社で実施した際の電動工具
の使用で増加した。kWh/件 4.42 5.61 83.6

2/年 1,984 4.624 42.9

×

ガソリン使用量 。原単位とも未達成。
検査業務が無い期間に得意先の資材運
搬を手伝った。0/件 1.74 6.71 25.9

0/年 8.379 8,044 104.2

○

軽油使用量は目標比123%の達成。検査
件数の都合で軽油作業車の稼働が減少
した。原単位はエコドライブで達成。0/人・年 7.35 7.49 98.1

聴~C02/年 30,294 34,017 89.0 × 電気とガソリン使用量増が影響した。

水使用量 ポ/年 27 28 96.4 △
人員増があったが節水活動で日標比96%
の達成で済ませた。

一般廃棄物排出量 kg/年 23 23 100.0 ○ 分別の徹底で目標比105%の達成。

産業廃棄物 2/年 331 352 94.0 △
一年分の廃液の処分で日標未達となっ
た。

化学物質管理 本/年 2:3 44 52.3 × 検査件数の増加で目標未達。

検査現場の

環境配慮
チェックシート 100 100 100.0 ○ 問題なく順守している。

検査件数 件/年 1,110 1,120 98.2 △

コロナ禍も収まりつつあり、検査力と
営業努力により検査数が増えつつあ
る。



6-2.環境経営計画の実施結果
主な環境活動計画の内容  (2021年 11月 ～2022年 10月 )
環境目標 環境活動計画書 (主要活動項目を抜粋 ) 担当者 評価

電力使用量削減

①長時間使用しないパソコンの電源をオフにする。 事務 ○

②空調・冷却設備の保守点検をこまめに行っている。 事務 ○

③トイレは原則として消灯し、使用時にその都度点灯する。 事務 ○

④照明の適正化、スイッチの適正管理を積極的に行っている。 事務 ○

⑤業務の効率により残業時間(居残り)を削減する。 事務 ○

⑥不必要な照明を消灯する。 事務 ○

⑦冬場日射の室内への導入等により、暖房機の使用を控える。 事務 ○

④室内空調は、冷房28℃程度、暖房21℃程度とする。 事務 ○

ガソリン
使用量削減

①エコドライブの励行c 検査 ○

②効率のよいスケジュールを立て、無駄に距離を走らないようにする 検査 ○

③社用車の定期整備による燃費向上を計る。 検査

④長距離の移動には、公共機関の乗り物を積極的に利用する。 検査 ○

軽油使用量削減

①アイドリングストップ等省エネ運転に心がけている。 検査 ○

②タイヤの空気圧を定期的に確認し、適正値を保つように努めている。 検査 ○

③最大積載量に見合った輸送単位の設定、輸送効率向上を行っている。 検査 ○

④排気ガス・騒音を抑えるため、車両点検・整備を確実に実行している。 検査 ○

⑤運転日報を作成し、走行距離を把握する。 検査 ○

水道使用量削減

①使用後は蛇国の開め忘れに注意する。 事務 ○

②使用時には水を流しっばなしにせず、こまめに蛇口を閉める。 事務 ○

③水道配管からの漏洩を定期的に点検する。 事務 ○

一般廃棄物
排出量削減

①パソコン印刷時は、ミス防止のため画面での確認をする。 事務 ○

②会議でのコピー必要性や必要枚数の確認を徹底する。 事務 ○

③会議用資料や事務手続き書類の簡素化を図る。 事務 ○

④電千メディア等の利用によるペーパーレス化に取り組む。 事務 ○

⑤トナーカートリッジ、インクカートリッジはメーカーヘ返却する。 事務 ○

⑥事務用品のリュースに努める。 事務 ○

⑦適切にリサイクルされるように分別している。 事務 ○

産業廃棄物
排出量削減

①現像定着工程の効率を図る。 検査 ○

②分別保管を徹底する。 検査 ○

③検査ミスに減少にロス低減を図る。 検査 ○

④安価な代替え品を検討する。 検査 △

化学物質の
適正管理

①最小限の使用量を心がける。 検査 ○

②使用プロセスの効率化を検討する。 検査 ○

③化学物質使用量、保管場所、在庫量の適正管理に努める。 検査 ○

④保管期限の見直しを図る。 検査 ○

検査件数の

増加

①検査品質の向上を図る。 検査 ○

②検査目的に合つた最適検査方案を提案する。 検査 ○

③検査結果が目的を達成したか自己評価を行う。 検査 ○

④迅速、簡便、確実な検査技術を情報を常に収集する。 検査 ○

④検査現場の環境配慮。(取 り組みチェック表による自己評価) 検査 ○

⌒
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7.次年度の環境経営目標及び環境経営計画
1)環境経営目標
2022年度は2021年度実績から2021年度～2023年度の当初中期3ヵ 年計画を以下の様に見直して

取り組みます。

(年度 :11月 ～10月 )

環境テーマ 項 目 単位
2021年度

(実績)

2022年度

当初日標値

2022年 1度

改定目標値

電気使用量肖」減
使用量 kWh/年 5,925 5,039 6,178

原単位 kWh/件 5.29 1.12 5.28

ガソリン使用量
削減

使用量 2/年 ・1,624 1,653 4,820

原単位 ″件 4.13 1.45 4.12

軽油使用量削減
使用量 げ年 8,044 8,379 8,389

原単位 2/件 7.18 7.35 7.17

温室効果ガス

排出量の削減
C02排出量 kg― C02/年 34,219 27,781 35,681

水使用量の削減 水使用量 濡/年 28 27 28

^般廃棄物 (オフィ
スゴミ)の削減 排出量 蛇 /年 23 23 23

産業廃棄物
の削減

排出量 げ年 399 331 331

化学物質 (現像
液 。定着液)
の適正管理

購入量 本/年 44 23 17

原単位 本/件 0.04 0.02 0.04

環境配慮
(検査作業時)

チェックシート

達成率
% 100 100 100

経営課題
(検査件数の拡大)

件数 件 1,120 1,140 1,170

*電力のC02排出係数は0.433 kg―C02/klh(東京電カェナブー′f―け―(株 )、 Rl年度調整後排出を使用。

【主な見直し事項】
・検査件数日標値は2021度実績の50件増とした。

・電気使用量は2021年度の原単位実績を0.01削減とした。

・ガソリン使用量は2021年度の原単位実績を0.01%削減としたc

。軽油使用量は2021年度の原単位実績を0.01削減とした。

・水使用量と一般廃棄物は2021年度の実績維持とした。

・化学物質は2021年度の原単位実績維持とした。

・産業廃棄物は2021年度当初計画どおりとした。

・検査現場の環境配慮は100%実施とした。

2)環 境経営活動計画
2022年度の環境活動計画は本環境経営レポート5.の内容を継続して実施します。

8。 環境関連法規への違反,訴訟等の有無
①関連法規の順守は、2022年 11月 18日 に順法性を自己チェックし、法律違反がない事を確認しました。

②過去3年間、関係当局から法律違反の指摘・指導、また住民提訴を受けたこともありません。

③当社に関係する環境関連法規は、下記の通りです。

廃棄物の処理及び清掃に関する法律、資源の有効な利用の促進関する条例 (千葉県)、 資源の有効な利用の促進

に関する法律、特定家庭用機器再商品化法、使用済自動車の再資源化等に関する法律、騒音規制法、振動規制法

千葉県生活環境保全等に関する条例、特定化学物質の環境への排出量の把握等及び管理の改善の促進に関する法律

毒物・劇物取締法、労働安全衛生法、特定化学物質障害予防法、有機溶剤中毒予防規則、電離放射線障害予防規則

消防法、自動車ヽOx・ PH法、道路運送車両法、道路交通法、フロン排出抑制法、水銀汚染防止法、浄化槽法

水質汚濁防止法、下水道法
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9.代表者による全体の評価と見直し記録
実施日 :2022年 11月 18日 (13:00～ 15:00)

参加者 :別宮社長、山本環境管理責任者

1 ット

2.アウトプット

項  目 報 告 事 項 代表者 の指示事項

法的要求事項および当社が
同意するその他の要求事項
の遵守

別紙「環境関連法規制等一覧表および遵守リ
スト」参照

特になし

2
苦情を含む外部の利害関係
者からのコミュニケーション

別紙「環境関連苦情等報告書」参照 特になし

3
当社の環境パフォーマンス
(環境改善計画 ・実績)

別紙「環境経営活動計画」に基づき実施し、
その結果を評価した。

特になし

2021年度は2020年度実績から中期計画の当
初目標値を一部改定して取り組んだ。その結
果、コロナ禍の影響が続き検査依頼件数も滞
る時期があつた。年間では92%の達成で未達
成であったが、前年比では103%と増加した。
一方、検査業務で余力が出たことからガソリ
ン車は得意先の資材運搬を手伝いしたことで
ガソリン使用量と原単位目標は未達成となっ
た。軽油使用量は検査件数減で原単位とも目
標を達成した。電気使用量は事務所エアコン
使用と電動工具の使用で未達成であった。
C02排出量は電気とガソリンの使用量増で未
達成であった。水使用量は若干の未達であっ
た。自社廃棄物では一般廃は分別徹底で目
標を達成した。産廃は長期在庫品の処分で
未達成となった。検査現場での環境配慮では
クレ使用量増―ムや苦情はゼロ件であつた。

2022年度は2021実績を
基に2021年度～2024年

度当初環境経営目標
値を見直ししてして取り
組むこと。

4 目標経営目標達成状況

特になし員
．）

是正処置および予防処置の

状況

ガソリン使用量とガソリン原単位目標、及び
C02排出量と検査件数が6ヶ月連続未達成で
社内規程により是正処置となった。別紙「是
正処置報告書」参照。

従業員一同積極的に取り組んでいるので今

後も引き続き目標に向け努める事
前回指示事項の是正状況

今後も引き続き目標達成に向けて努めること6
社長総括コメント&指示事
項

項 目 変 更 の 必 要 性

①環境経営方針 変更なし

②環境経営目標
2022年度は2021年度実績を基に当初環境経営目標を見直して取り組
む。

③環境活動計画 変更なし

④環境経営システム(組織体制) 変更なし

′  /
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